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震災復興支援イベントとして、宮城県仙台市での3年間の開催を経て、
福島県西郷村のグランディ那須白河ゴルフクラブNASUコースに舞台を
移して2年目の開催。トッププロ6人によるJGTOドリームチーム、小田孔

明プロ、武藤俊憲プロ、永野竜太郎プロ、北村晃一プロ、和田章太郎
プロ、木下康平プロが参戦し、子どもたちと同じクラブ、同じボール、同
じ距離で戦い大会を盛り上げた。 



三ツ城小が2年ぶりの優勝！ スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ 
 

（7月16日JGTOホームページ記事より） 
 

 15回目を迎えた今年は各地区予選を勝ち抜いて、史上最多の32校・178人の出場選手を集めて、開催
コースの地元福島県、西郷村の佐藤正博・村長は、感極まった。 

 

「こんなにたくさんの皆さんに来ていただいて、原発の風評被害も吹っ飛びます！」。 

ここグランディ那須白河ゴルフクラブのNASUコースに会場を移して今年は2年目。 

福島の復興も、まだまだ道半ばという時に、昨年は熊本県で大きな地震が起きた。 

「私たちも大変な目にあった時、大変お世話になった。すぐに私どもも5人の職員を応援に送った」と、佐藤
村長。 

 

それだけに今年は「スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ」の予選会が、初めて熊本県で開催されて、中から3
校がこの晴れの日を迎えたことが、佐藤村長にはなおのこと嬉しい。 

 

子どもたちの明るい笑顔こそ、復興の確かな道しるべである。 

 

先月には福岡県と大分県で、記録的豪雨による甚大な被害も出た。昨年から九州地方で災害がたて続く
中で、今年結成されたプロゴルファーによるドリームチームのメンバー6人のうち5人が、熊本県と福岡県
のプロであったというのは偶然にせよ、何か感慨深いものがある。 

 

先の豪雨では、孔明の自宅がある飯塚市の山向こうの朝倉市に、甚大な被害が出た。 

結婚を機に、初めて行列の親元を離れて福岡市内に住まいを移した北村晃一も、福岡ドーム近くに自宅
がある和田章太郎も、特に近辺に被害はなくとも気が気でない日々を過ごした。 

 

2年連続2度目のメンバー入りを果たした永野は、熊本地震で最も被害が大きかった益城町の出身である。
初出場の木下康平（きのしたこうへい）は、あのとき合志（こうし）市の実家が倒壊した。大地震の恐怖や
不安を経験しているだけに特に、今回は熊本からやってきた3校の子どもたちのことが気にかかった。 

 

お昼ご飯はハウス食品の「めざめるカラダ朝カレー」を大盛りにして、真っ先に熊本県の子どもたちがいる
テントに向かった。食事中も常に笑顔ですぐに、スプーンを置いて、本当に沢山の子どもたちのサインに快
く応じた。 

 

木下は、初めての出場だったが熊本のみんなとは、初対面ではなかった。スペシャルゲストとして駆けつ
けた5月の熊本予選で、みんなとすぐに友だちになった。 

 

この日も、開会式の前に合志市立西合志南（こうししりつにしこうしみなみ）小のキャプテン、宮原大空（み
やはらそら）くんが、わざわざ挨拶に来てくれて「すごく嬉しかった」と木下は、かっこいいジャックバニーの
大会オリジナルキャップをかぶった宮原くんの頭を何度も撫でた。 

等賞はかなわずとも見守るお母さんの暖かな声援を受けながら、一生懸命にプレーする宮原くんの姿に
感銘を受けた。 

子どもたちの健やかな成長を心から願う大勢のみなさんが、今年も大会を支えてくださった。 



激戦を勝ち抜いて、2年ぶりの優勝を飾った強豪、広島県の東広島市立三ツ城小学校のみんなには、今
年も副賞として、日本ユニシス株式会社からプロすら羨む東京ディズニーリゾート・パスポートが贈られた。 

 

連覇こそ逃したが、茨城県の笠間市立友部小学校6年生の島崎陽之介くんが、全国大会としては史上最
小ストロークとなる「21」をマーク。並み居るプロで構成されたドリームチームの面々ですら、武藤の22スト
ロークが精一杯という中で、力のほどを見せつけた。 

 

また今年は、ホールインワンと、アルバトロスが合わせて20個も！ 

 

年々、めざましい技術の向上を見せる中で、日頃の努力と成果を発揮できた子も、残念ながら緊張や体
調不良でいつもの力が出し切れなかった子も、支えてくださったたくさんの方々の声援を一身に受けて、
一所懸命頑張りました。 

 

大会に協賛してくださった全てのみなさん。大会運営をお手伝い下さったボランティアのみなさん。また今
年も北海道沖縄まで全国各地の小学校が参加して、けっして安くはない子どもたちの交通費や宿泊代を
捻出してくださった、大勢の支援プロゴルファーのみなさん。 

 

そしてこの晴れの日にこそ子どもたちには心からゴルフを楽しんでもらいたいと、全力プレーで大会を盛り
上げてくれたドリームチームのみなさん。 

本日は、本当にありがとうございました。 



まさかあのプロが痛恨の※?! スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ 

（7月16日JGTOホームページ記事より） 
 

 今年も、プロゴルファーによる1日限りの夢の共演。ドリームチームが福島に乗り込んだ。 

各地区予選を勝ち抜いて、この日の晴れ舞台にこぎつけた。全国のスナッグキッズに大人げなくと責めら
れようとも、真っ向ガチンコ勝負を挑んだ6人はきっての曲がらない男、武藤俊憲と、前日優勝を飾ったば
かりの行列の息子の北村晃一に、若手期待の木下康平と和田章太郎と、率いるキャプテンは「僕より1学
年下だけど、僕よりも稼いでいる14年の賞金王」。今年、メンバー最年長の武藤も認める孔明。2年連続2
度目の就任で、ひそかに名誉挽回に燃えていた。 

 

昨年は屈辱の※（こめじるし）。チームスコアには、反映されないワーストスコアにつく印。まさかの最下位
も昨年は、「坊主」の罰ゲームを自ら設定しながら辛くも免れた。昨年からルールが改定されて、6人中3人
のスコアが反映されることになり、※は残りの3選手につくこととなり、最下位といっても秋吉翔太とタイ
だったこともあり、「※が3人とは聞いてなかった」などと、どさくさに紛れて事なきを得た孔明だ。 

 

それにも懲りずに今年もまた、今度こそもっとも悪いスコアは坊主だと、言い始めたのはメンバーに奮起を
促すため。プロのプライドにかけても絶対に、子どもたちに負けちゃならないのが、ドリームチームたるゆ
えんである。最初に結成されてから、昨年までの6年間は「確か谷口さんのときと、他にもう1回。ドリーム
チームはまだ2回しか、子どもたちには負けてない」。 

 

自分たちが代表をつとめた年にこそ、不名誉な記録を残すわけにはいかないと、闘志メラメラのプロたち
とは裏腹に、子どもたちはいつも、いざ本番ではドリームチームに目もくれず、自分たちのプレーに一心不
乱。この日も打つ前に、芝をむしって真剣に風を読む子。平凡なパーに終わって全身で悔しさを表現する
子。我が校の優勝目指して無駄口もたたかずに、黙々とプレーに没頭する子。その真剣さにはいつも心
打たれる一方で、時にプロとしては寂しくなることもあるがだからといって、こちらも手を抜くわけにはいか
ないのだ。 

 

「みんなで勝ちに行くぞ」とエイ、エイ、オー！ 「だけど今年、うちには初心者が2人もいる。弱いかも…」。

いいや。「みんなの元気に負けないように、我々おじさんも一生懸命やろう」と、一学年上の武藤に励まさ
れて、さっそく後輩メンバーに秘策を伝授?! 

 



ホールアウト後の集計の合間には、JGTOドリームチームのプロゴル

ファーたちが、フラフープくぐりや、ピンポン玉スプーン運び、そして漢
字クイズなど、子どもたちの得意分野でもガチンコ対決を繰り広げ、イ
ベントは笑いに包まれ楽しい雰囲気で行われた。 



「ショットの前は、必ず“打ちます”と言わないけん」とは、礼儀正しい子どもたちにも恥ずかしくないスナッ
グ流のマナーを新メンバーにたたき込むため。 

 

この日、初めてランチャー（ゴルフでいうアイアン）を握った21歳の和田章太郎は、練習場での一発目こそ
大ダフりもすぐに感覚をつかんで孔明を安心させた。いざ本番では、8番のホールインワンに続いて、9番

ではティショットで降り出した雨に、手が滑ったとボールと一緒に派手にランチャーを空に飛ばしながらも次
の2打目を直接くっつける、アルバトロスを達成。カウントバックで※を逃れた。 

 

むしろ行列の息子はたとえこの日がスナッグゴルフの初体験でも、誰より勢いがあるはずだった。なんと
いっても、前日15日の「ジョイックスオープン」で、優勝を飾ったばかり。本人も「今日こそプロのプライドに
かけて負けない」と、闘志満々で出て行ったのに「優勝からの※か…」と、28ストロークはダントツのワース
トスコアにもはや、坊主は免れない…?! 

 

それとこの選手の※も意外や意外。2年連続2度目のメンバー入りを果たした永野竜太郎でさえ、同じ熊本
出身の木下康平と並ぶ25ストロークに、「あのマークを消したい」と、スコアボードを恨めしげに見上げた。 

 

悲喜こもごものドリームチーム。それでもチームスコアでは、優勝校の東広島市立三ツ城小と並ぶ「70」で、
どうにか面目を保つことが出来た。 

プレー後のエキシビションでは“異種競技”の「割り箸輪ゴムリレー」と「うちわであおげ、ティッシュふわふ
わゲーム」と「ロープくぐり」で子どもたちに圧勝しても、逆に屈強なプロの体が邪魔した「フラフープくぐり」
と、ブルゾンちえみさんのテーマ曲でも盛り上がった「スプーンでピンポン球運びゲーム」と「漢字書き取り
ゲーム」では、苦戦を強いられたが最後のデモショットでは、子どもたちにやんやの声援を浴びて、プロの
威厳をすっかりと取り戻した。 

 

特にキャプテン孔明は、ひそかに肩の痛みをこらえて豪打を連発した。これぞプロのショットを見せつけた。
「大人げない」と、時に子どもたちには呆れられても、ドリームチームの面々が、いつも全力プレーで真っ
向勝負を挑むのは、みんなにもっともっと、ゴルフを好きになって欲しいから。近い将来、同じ舞台でみん
なと本気の勝負をしたいから。 

 

チーム最年長で、この日ベストスコアを出した武藤は子どもたちに呼びかけた。「この中からいつか、ツ
アーに出てきてくれる子を待ってます。僕らと一緒に戦いましょう…！」。昨年は、スナッグキッズの畑岡奈
紗さんが、日本女子オープンで最年少アマVを飾った。ここに集まった誰にもそのチャンスがあることを、ド
リームチームの面々は伝えたかった。 



大会当日の夜には、福島県での震災復興を学ぶため、一般社団法人
福島県再生可能エネルギー推進センター代表理事の鈴木精一さんを
講師に迎え、再生可能エネルギーってなぁに？という、講話をして頂き、
エネルギーについて楽しく分かりやすく学びました。 

大会翌日には、更に福島を学ぼうと、コミュタン福島(福島県環境創造
センター)を社会学習見学し、福島県が抱える課題と、前夜に引き続き
再生可能エネルギーについて学びました。 



社会科見学会を実施 
 

（7月17日JGTOホームページ記事より) 
 
17日の海の日はランチャーを、ペンとノートに持ち替えた。スナッグゴルフの全国大会で、日頃の成果を競
いあった翌日は、子どもたちの学びの日。 
チームメイトも、ライバルも、みんな仲良く訪れた。福島県田村郡三春町の「コミュタン福島」は昨年7月に、
出来たばかりの「環境創造センター」内にある教育施設である。 
福島の環境や現状、放射能に関わる正確な情報などを、見て実際に体験して学べる。 
 

あの未曾有の大地震が、とりわけ福島の方々から何を奪い去っていったのか。そして、そこから懸命に立
ち直ろうと奮闘される中で、これから何を目指しておられるのか。原子力だけに頼らない新しい福島を作ろ
うとするみなさんの取り組みを、肌で感じることが出来る。 
 
小学生にはまだ難しい原子記号や、言語が施設内にはたくさん出てくるが、それもしっかり予習済みだ。 
前日16日に行われた第15回の「スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ」で熱戦を繰り広げた子どもたちは、そ
の日の夜に福島県の「那須甲子青少年自然の家」で夕食を済ませたあとみんなで、福島県再生可能エネ
ルギー推進センターの鈴木精一・代表理事の講義を聞いており、原子力に変わるさまざまな再生エネル
ギーについての予備知識なども仕入れてあった。 
 
放射能は、目に見えないから余計に怖い。 

だからこそ、福島第一原子力発電所の事故のあとさまざまな情報が飛び交い、あちこちで風評被害が起
きたのだがこの施設では、そんな放射能を霧状にして、実際に肉眼で見えるようにしたり、線量を数値化
して示したり、ゲームを通してその仕組みを学べたりと、子どもたちにも大変分かりよい教材に溢れている。 
 

昨晩のうちに勉強した内容を、めいめいメモしておいたノートにまた新たな情報が、どんどん増えていく。
「環境創造シアター」では球体型スクリーン全面に360度の映像を映し出す「全天球映像システム」で鑑賞
した福島の大自然の、なんとまあド迫力だったこと！ 
 

またコーヒーやきざみ昆布に減塩しお、お茶や肥料、湯の華や食塩など各製品に含まれる放射能の量が
実際に検査できる精密機械も完備してあり、みんな興味津々。 
 

最初にみんなでもっとも線量が多い身の回り品は何か予想を立てて、順番に並べておいてから、実験開
始。するとあらあら、子どもたちの見立てはことごとく外れて「湯の華がいちばん高かった。なんでだ?!」。 

感想を書き込む欄に「ぜんぜんよそうとちがってた」などと、驚きの気持ちを素直に記し、めいめい大事に
カバンにしまった実験結果のプリントは、きっとみんなの将来に、役立つときがくるはずだ。 
 
楽しかった2日間もあっという間に過ぎて、最寄りの郡山駅に向かう帰路のバスはすっかり緊張も解けて、
打ち解け合う子どもたちの明るい笑い声に溢れた。 
スナッグゴルフ大会の会場が東北に移った2013年からは、試合の翌日に、こうして社会科見学会を開い
て、みんなで震災や防災について学ぶことが恒例となった。 

その年は宮城県の被災地をまわり、窓から見る光景に、シンと静まりかえった車内はただ語り部のみなさ
んの声だけが、聞こえるばかりだったが今年はまだ復興途上でありながらも穏やかな福島の町並みが、
子どもたちの明るい笑顔を積んだバスを見送った。 
 

お友だちと冗談を言ったり、しりとりやゲームをして腹の底からケラケラと笑い合えること。ただそれだけの
ことが実はどれほどの幸せか。夏の新緑が萌える福島の美しい景色が教えてくれる。 
 
「コミュタン福島」には2011年の3月11日を起点に、動き出した復興時計が刻々と時を刻んでいる。 

ガイドのお兄さんは「福島県で、今まで復興に費やされた日数と時間を示しているのですがこれからも
ずっと、この時計は動き続けるのだろうと思います」と言った。 
 



準優勝は東西条小と広島勢が活躍 

 

 子ども向けに開発されたゴルフの全国大会「スナッグゴルフ対抗戦JGTOカップ」が７月16日、福
島県西郷村のグランディ那須白河ゴルフクラブで開かれました。日本ゴルフツアー機構（JGTO）が

主催し、日本高等学校ゴルフ連盟が共催しました。震災復興枠の招待チームと地区予選を勝ち
抜いた北海道から沖縄まで17都道県32小学校178選手が出場し、色鮮やかな緑の芝上でカラフ
ルなボールでストロークを競いました。 

 

 

 

力強く選手宣誓する笠間市立友部小 
の羽沢和磨君 

ロングホールで力強いショットを見せる 
小学生選手たち 

開会式では、前年度優勝チームの茨城県笠間市立友部小学校の羽沢和磨君（６年）が選手宣誓
し、競技に入りました。小学生選手たちは、２、３回スイングを確認して、「打ちます」と宣言した後、
クラブを振り下ろしました。午後には小雨が降る中、ホールインワン、アルバトロスが合計20記録
される好成績の大会となりました。 

（ベルマーク新聞WEB版より抜粋) 



昨年に続いて参加した小田孔明プロ、永野竜太郎プロら６人のプロが「ドリームチーム」を結成し、
真剣なプレーの合間には気さくにサインにも応じ、プレー後は小学生選手とゲームを楽しんで大
会を盛り上げました。 
 競技は５０７ヤード(17～83ヤード)、パー36(３～５)の特設コースで、１チーム６人が９ホールをプ
レーし、上位３人のストローク数の合計で競います。   



優勝はプロのドリームチームと同じ70打の東広島市立三ツ城小学校でした。一昨年の優勝チー

ムです。キャプテンの神田庵吏君（６年）は「昨年は優勝できなくて悔しい思いをしました。借りを返
すことができて、うれしい」と晴れやかな表情を見せました。神田偉吹君（６年）と双子選手の母、
啓子さん（44）は「みんなで優勝目指してやってきました。子どもたちの頑張る姿が見られたことが
うれしい」と話しました。 
 準優勝は71打で、同じ市内の市立東西条（ひがしさいじょう）小学校。連覇を目指した茨城県笠
間市立友部小学校は72打で、３位でした。友部小の島崎陽之介君は予選の茨城大会で出した日
本記録21打を再び記録しました。 
 スナッグとは「Starting New At Golf（ゴルフを始めるために）」の頭文字と、「くっつく」を合わせた

意味があります。テニスボールより一回り小さなボールを、２種類のクラブを使い分けて、マジック
テープで覆われた円筒形のスナッグフラッグにくっつけるまでの打数を競います。楽しみながらゴ
ルフの基本やマナー、「協力、誠実、我慢、思いやり、礼儀」を学べるように考案されました。多く
のプロ選手が支援しており、全国650以上の小学校が導入し、JGTOはその半数近くに用具を寄贈

しています。被災地支援にも力を入れており、この大会も一昨年まで３年間は宮城県内で、昨年
からは福島県で開催し、復興を支援しています。用具はベルマークでも買うことができます。 

 プレーの後はプロ選手と小学生選手がフラフープや割りばし、ロープを使ったゲームを楽しみ、
最後はプロ６人が順に、スライスやフックと、どんな打球を飛ばすかを説明しながら模範演技を披
露しました。 

優勝した東広島市立三ツ城小チーム 

（ベルマーク新聞WEB版より抜粋) 
 

 
スナッグゴルフ用具はベルマークでご購入いただけます 



大会への遠征は、北海道や沖縄など、遠方の小学校はANA全日本空

輸株式会社からの支援により航空機を利用。また、近隣の小学校は
新幹線やバスにて福島入りした。 

また、参加者は国立那須甲子青少年自然の家に宿泊し、同じ宿泊施
設の利用により、全国各地域の小学校や児童同士との交流を図った。 





東広島市立三ツ城小学校（広島県） 常陸大宮市立大宮小学校（茨城県） 常陸大宮市立山方小学校（茨城県） 丸亀市立城西小学校（香川県）

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計

神田　庵吏 カンダ　イオリ 6 23 見代　美咲 ミヨ　ミサキ 6 27 小野瀬　向亮 オノセ　コウスケ 6 30 今田　光士郎 イマダ　コウシロウ 6 33

鷲見　悠成 スミ　ユウセイ 6 23 佐久間　貴大 サクマ　タカヒロ 4 27 大津　陽菜 オオツ　ヒナ 6 32 東城　建 トウジョウ　タケル 6 36

秋竹　克紀 アキタケ　カツキ 6 24 栗田　颯姫 クリタ　サツキ 6 28 中島　一哉 ナカジマ　カズヤ 6 32 三好　毅流 ミヨシ　タケル 6 45

神田　偉吹 カンダ　イブキ 6 24 順位 高梨　美優菜 タカナシ　ミユナ 6 30 順位 會澤　隼麿 アイザワ　ハユマ 5 33 順位 順位

森　　悠真 モリ　ユウマ 6 27 長岡　永竜 ナガオカ　ヒリュウ 5 30 小森　淳平 コモリ　ジュンペイ 5 34

見寳　大飛 ケンポウ　ヒロト 5 29 佐久間　大魁 サクマ　タイガ 2 37 菊池　美沙 キクチ　ミサ 5 35

東広島市立東西条小学校（広島県） 千歳市立千歳第二小学校（北海道） 伯耆町立岸本小学校（鳥取県） 菊陽町立菊陽南小学校（熊本県）

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計

三宅　結菜 ミヤケ　ユナ 6 23 小林　愛梨 コバヤシ　アイリ 6 25 田中　柚希 タナカ　ユズキ 6 31 中俣　愛里 ナカマタ　アイリ 5 37

能井　和花 ノイ　ノドカ 6 23 横田　媛南 ヨコタ　ヒメナ 6 28 安田　泰偲 ヤスダ　タイジ 5 31 髙木　風花 タカキ　フウカ 6 40

徳永　篤弥 トクナガ　アツヤ 4 25 越　明里咲 コシ　アリサ 6 30 木村　祥太 キムラ　ショウタ 5 32 歩濵　旭 カチハマ　アサヒ 4 40

本田　留菜 ホンダ　ルナ 6 27 順位 五日市　颯 イツカイチ　ソウ 5 31 順位 竹中　聖太 タケナカ　セイタ 3 33 順位 小牧　愛佳 コマキ　アイカ 4 41 順位

安富　夕夏 ヤストミ　ユウカ 6 27 小野　菜乃夏 オノ　ナノカ 3 31 安田　惟真 ヤスダ　イシン 4 34 髙木　春花 タカキ　ハルカ 5 42

山本　有希 ヤマモト　ユキ 4 27 鹿野谷　拓翔 カノヤ　タクト 5 37 森脇　巧翔 モリワキ　タクト 6 35 鍋島　美桜子 ナベシマ　ミオコ 5 43

笠間市立友部小学校（茨城県） 播磨町立播磨南小学校（兵庫県） 天栄村立湯本小学校（福島県） JGTOドリームチーム 

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ スコア 合計

島崎　陽之介 シマザキ　ヨウノスケ 6 21 鳥本　晧也 トリモト　ヒロヤ 6 26 星　宇宙 ホシ　ソラ 5 27 武藤　俊憲 ムトウ　トシノリ 22

羽沢　和磨 ハザワ　カズマ 6 24 山﨑　友希 ヤマサキ　ユウキ 6 27 星　莉己 ホシ　リコ 5 32 小田　孔明 オダ　コウメイ 23

藤枝　亮 フジエダ　トオル 5 27 古川　愛 フルカワ　アイ 3 30 田代　愛美 タシロ　マナミ 5 36 和田　章太郎 ワダ　ショウタロウ 25

新田　伊織 ニッタ　イオリ 6 27 順位 徳田　行雲 トクダ　ユクモ 4 31 順位 星　梨央 ホシ　リオ 4 38 順位 永野　竜太郎 ナガノ　リュウタロウ 25

照沼　千広 テルヌマ　チヒロ 6 31 三好　輝明 ミヨシ　テルアキ 3 31 小山　雄聖 コヤマ　ユウセイ 6 46 木下　康平 キノシタ　コウヘイ 25

須藤　彩望 ストウ　アヤノ 4 31 北村　晃一 キタムラ　コウイチ 28

笠間市立北川根小学校（茨城県） 南山大学附属小学校（愛知県） 西郷村立米小学校（福島県） ＜ベストスコア＞

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 ●青コース　23ストローク　13アンダー

永田　凌 ナガタ　リョウ 6 23 筒井　蒼一郎 ツツイ　ソウイチロウ 5 27 高橋　初穂 タカハシ　カズホ 5 32 　永田凌（笠間市立北川根小学校6年生）

杉森　春斗 スギモリ　ハルト 6 24 木村　元 キムラ　ハジメ 3 27 北上　駿介 キタカミ　シュンスケ 5 32 　望月結美菜（大田区立池雪小学校5年生）

駒林　智紀 コマバヤシ　トモキ 5 26 片桐　太陽 カタギリ　タイヨウ 6 29 菊地　隼 キクチ　ハヤト 5 32 　望月菜々美（大田区立池雪小学校4年生）

柴田　愛椛 シバタ　アイカ 6 27 順位 萩原　憲汰 ハギワラ　ケンタ 5 31 順位 大高　優維 オオタカ　ユイ 5 33 順位 　神田庵吏（東広島市立三ツ城小学校6年生）

柴田　悠希　 シバタ　ユウキ 4 27 大菅　元 オオスガ　ハジメ 3 35 林　真珠 ハヤシ　シズク 5 35 ●赤コース　21ストローク　15アンダー

中村　姫 ナカムラ　ヒメ 4 30 宮里　萊杏 ミヤザト　ラン 3 40 相山　蓮音 ソウヤマ　ハイネ 5 36 　島崎陽之介（笠間市立友部小学校6年生）

大田区立池雪小学校（東京都） 笠間市立岩間第二小学校（茨城県） 宮古市立狩俣小学校（沖縄県）

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年スコア 合計 氏名 フリガナ 学年スコア 合計 ＜ホールインワン＞

望月　結美菜 モチヅキ　ユミナ 5 23 増渕　亜由美 マスブチ　アユミ 6 28 佐渡山　愛音 サドヤマ　アイネ 6 31 ●青コース　2番ホール　20ヤード

望月　菜々美 モチヅキ　ナナミ 4 23 高瀬　翔太 タカセ　ショウタ 3 28 根間　昌真 ネマ　ショウマ 6 33 　望月結美菜（大田区立池雪小学校5年生）

碓井　佑菜 ウスイ　ユウナ 5 28 高瀬　悠 タカセ　ハルカ 6 29 與那覇　美沙 ヨナハ　ミサ 6 33 ●青コース　8番ホール　17ヤード

杉山　晴瑠汰 スギヤマ　ハルタ 2 28 順位 深作　真美 フカサク　マミ 6 29 順位 川満　瑠彩 カワミツ　ルイ 6 33 順位 　坂梨樹華（菊陽町立菊陽西小学校5年生）

杉山　陽七大 スギヤマ　ヒナタ 4 28 柴沼　里莉 シバヌマ　リリ 4 30 新垣　琉愛 アラカキ　ルア 6 33 ●赤コース　2番ホール　20ヤード

小穴　翔音 コアナ　カノン 5 34 佐藤　瑠里 サトウ　ルリ 6 31 久場　良英 クバ　ヨシヒデ 6 37 　駒林智紀（笠間市立北川根小学校5年生）

笠間市立岩間第三小学校（茨城県） 多古町立多古第一小学校（千葉県） 高知市立泉野小学校（高知県） 　小林愛梨（千歳市立千歳第二小学校6年生）

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 　佐久間貴大（常陸大宮市立大宮小学校4年生）

佐藤　新　 サトウ　アラタ 5 23 山﨑　咲花 ヤマザキ　サクラ 5 28 浜口　青空 ハマグチ　ソラ 6 31 　川満瑠彩（宮古島市立狩俣小学校6年生）

吉沼　千裕 ヨシヌマ　チヒロ 5 25 佐藤　天音 サトウ　アマネ 6 29 川田　はるひ カワダ　ハルヒ 6 34 　佐藤新（笠間市立岩間第三小学校5年生）

鈴木　日和子 スズキ　ヒナコ 5 26 椎名　美咲 シイナ　ミサキ 5 30 大濱　彩都 オオハマ　アヤト 6 34 ●赤コース　5番ホール　23ヤード

菅野　真子 スガノ　マコ 6 27 順位 萩原　和楓 ハギワラ　ノドカ 6 31 順位 吉田　有希 ヨシダ　ユウキ 5 34 順位 　諏訪龍ノ介（桑名市立藤が丘小学校6年生）

菅野　雄太 スガノ　ユウタ 3 28 佐藤　健太郎 サトウ　ケンタロウ 4 31 大石　美月 オオイシ　ミツキ 6 35 ●赤コース　8番ホール　17ヤード

用松　未歩 モチマツ　ミホ 5 28 山倉　心南 ヤマクラ　コナ 4 33 山本　佳歩 ヤマモト　カホ 5 42 　羽沢和磨（笠間市立友部小学校6年生）

神戸市立高丸小学校（兵庫県） 多古町立久賀小学校（千葉県） 菊陽町立菊陽西小学校（熊本県） 　三宅結菜（東広島市立東西条小学校6年生）

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 　古川愛（播磨町立播磨南小学校3年生）

杉本　絢風 スギモト　アヤカ 6 24 菅澤　未歩 スガサワ　ミホ 4 27 坂梨　樹華 サカナシ　ジュナ 5 28 　菅澤未歩（多古町立久賀小学校4年生）

小田　楓佳 オダ　フウカ 6 25 堀口　和暉 ホリグチ　オキ 4 31 坂梨　樹希 サカナシ　ジュノ 3 35 　三好輝明（播磨町立播磨南小学校3年生）

前河　沙綾 マエカワ　サアヤ 6 27 香取　沙優 カトリ　サユ 4 31 荒木　眞翔 アラキ　マナト 2 38 　徳永篤弥（東広島市立東西条小学校4年生）

小迫　ゆら コザコ　ユラ 6 28 順位 櫻井　耀士 サクライ　ヨウジ 4 31 順位 荒木　孝太 アラキ　コウタ 4 38 順位 　島崎陽之介（笠間市立友部小学校6年生）

秋山　要 アキヤマ　カナメ 4 28 伊藤　颯太 イトウ　ソウタ 4 32 秋山　香月 アキヤマ　カツキ 5 41 　黒崎美羽（神戸市立塩屋北小学校4年生）

藤本　結 フジモト　ユウ 6 31 大澤　美樹 オオサワ　ミキ 4 34 大隈　稔文 オオクマ　トシアキ 4 45

神戸市立塩屋北小学校（兵庫県） 桑名市立星見ヶ丘小学校（三重県）90 阿波市立土成小学校（徳島県） ＜アルバトロス＞

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 ●青コース　3番ホール　81ヤード

黒崎　美羽 クロサキ　ミウ 4 24 西尾　碩真 ニシオ　ヒロマ 6 27 吉本　彩乃 ヨシモト　アヤノ 6 31 　鳥本晧也（播磨町立播磨南小学校6年生）

廣田　英翔 ヒロタ　ヒデト 6 26 加納　希望 カノウ　ノゾミ 6 28 西條　愛生 サイジョウ　メイ 4 32 ●赤コース　3番ホール　81ヤード

西本　大輝 ニシモト　タイキ 5 27 野俣　志 ノマタ　ココロ 6 35 藤本　成太朗 フジモト　ナリタロウ 2 38 　中谷拓陸（立教小学校6年生）

廣田　吉輝 ヒロタ　ヨシキ 5 27 順位 菅原　舜太 スガワラ　シュンタ 6 36 順位 藤本　有咲 フジモト　アサ 4 41 順位 ●赤コース　6番ホール　79ヤード

茅原　一太 カヤハラ　イチタ 5 27 菅原　菜乃陽 スガワラ　ナノハ 4 49 　諏訪龍ノ介（桑名市立藤が丘小学校6年生）

岩崎　美羽 イワサキ　ミワ 6 29 　能井和花（東広島市立東西条小学校6年生）

桑名市立藤が丘小学校（三重県） 合志市立西合志南小学校（熊本県） 北広島市立東部小学校（北海道）

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 <<スコア集計（計算）方法>>

諏訪　龍ノ介 スワ リュウノスケ 6 24 加来　瑛久 カク　アキヒサ 6 30 柏 遼 カシワ リョウ 6 31 チームが同スコアの場合に、最もスコアの少ない選手の学校が上位となる。

中山　希歩人 ナカヤマ　キホト 5 26 宮原　大空 ミヤハラ　ソラ 6 31 三浦　瑞季 ミウラ　ミズキ 6 34  更に同じスコアの場合には、次にスコアの少ない選手の学校が上位となる。

中山　佳惟人 ナカヤマ　カイト 5 28 大塚　陽翔 オオツカ　ハルト 4 31 美濃部 有凜 ミノベ ユイリ 6 36  尚、全選手のスコアが同じ場合、最もスコアの少ない選手のスコアを

塚本　瑞起 ツカモト　ミズキ 6 29 順位 順位 順位 9番ホールからカウントバックして決定します。

三木　かなえ ミキ　カナエ 6 33 カウントバックとは：

塚本　映都葵 ツカモト　ハヅキ 3 35 9番ホールのスコアを比べ、少ないスコアの選手のいる学校が上位になる。

立教小学校（東京都） 宮古市立崎山小学校（岩手県） 大崎市立鬼首小学校（宮城県） 更に同じ場合には8番ホール、7番ホールの順に（カウントバック）して

氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 氏名 フリガナ 学年 スコア 合計 比べてゆく。

中谷　拓睦 ナカタニ　タクム 6 24 菊池　海聖 キクチ　カイセイ 6 30 鎌田　涼葉 カマタ　スズハ 6 28

石田　涼馬 イシダ　リョウマ 6 28 及川　仁 オイカワ　ジン 6 31 髙橋　彩来 タカハシ　サラ 5 34

小崎　泰盛 コザキ　タイセイ 6 29 上坂　智也 カミサカ　トモヤ 6 32 大山　大翔 オオヤマ　ヒロト 5 41

諏訪　貴皇 スワ　キオウ 6 29 順位 菊池　海音 キクチ　ウミト 3 33 順位 髙橋　結夏 タカハシ　ユカ 4 44 順位

今田　誠吾 イマダ　セイゴ 6 29 菊池　愛海 キクチ　アミ 5 34 後藤　なる美 ゴトウ　ナルミ 2 44

小野　琉希 オノ　リュウキ 6 32 北村　岳土 キタムラ　ガクト 5 40 大山　華美 オオヤマ　ハナビ 2 44 一般社団法人日本ゴルフツアー機構
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